
漢字興国論 ［附］報告「石井方式漢字指導の実践」 Ⅰ【国語の基礎学力の充実と漢字指導＜第一年次の実践＞】 

１、昭和51年度の研究主題＜島根県斐川町出東小学校＞ 

「国語の基礎学力の向上をはかるにはどのようにしたらよいか」 

――国語科における基礎学力を見なおし、特に「読むこと」「書くこ

と」の指導の具体的方法を研究する―― 

① 主題設定の基本的な考え方 

ア、子どもの「ほんとうの力」を伸ばす研究をしたい 

イ、全職員が取り組める研究でありたい 

ウ、研究したいことが毎日子どもにはねかえっていくようにしたい 

※この研究主題の決定や基本的な考え方は足立仂校長の卓見に

よる 

② 主題達成のための具体的方策 

ア、音読・朗読の力を伸ばすために 

● 低学年朗読会 週一回 8：35～8：50 

● 高学年朗読会 週一回 8:35～8:50 

● 校内放送による発声練習 週一回 8：35～8：40 

イ、漢字習得の方策として 

● 書取会を週一回各学年毎に実施する。 

● 満点者に賞状を与える。満点者が少ない時には高得点者よ

り学年二割以内で90点以上の者に与える。 


